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2Ka-3　　　　mm予防寝具としてのエアー噴出型マットが寝床内気候へ及ぼす
　　　　　　影響
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　〈目的〉　長期寝たきり者にとり、栴屠は深刻な問題となっているが、柵磨予防上、寝床

内の気候は重要であると考えられる。前回、在宅寝たきり老人の寝床内気候についてフィ
ールド実験を行なった結果、特に夏季におけるエアー噴出型マットの使用の効果が示唆さ

れたことを報告した（日本家政学会第44回大会）。　本研究では、高温環境下における工

アー噴出型マット使用が、人体や寝床内気候に及ぼす影響について、実験室実験を行ない

検討した。

　〈方法〉　実験は1993年７月、健康な女子学生６名を被験者とし、気温26T:,相対湿度60

％の人工気候室で行なった。ｻｰｶi'<ｱﾝﾘ;t"ﾑを考慮し実験は午後の一定の時間に行なった。

敷寝具には敷布団とシーツを、掛け寝具にはタオルケット（綿IOOX）と毛布（毛100?）を

用い、エアー噴出型マットを使用する場合には-y ーツ下に入れた。被験者は直腸温の安定

後、皮膚温rﾝｻｰと寝衣内温湿度りｻｰを貼付し、15分間の椅座安静の後、入床し90分間仰臥

位で安静を保ち、その間15分毎に着用感の申告を行なった。

　〈結果〉（1)直腸温は、エアーマ･V トありの方がエアーマットなしより、入床８分後か
　ら有意に高い値を示した。（2）皮膚温は、人床16分後から背において、エアーマットあり

　の方がエアーマットなしより有意に低くなった。（3）背の寝衣内温度はエアーマットあり

　の方がエアーマットなしより入床30分後から有意に低い値を示した。（4）腰の寝衣内絶対
　湿度は、エアーマットありの方がエアーマットなじより低い傾向であった。（5)着用感は

　エアーマットありの方が良好な評価であった。

2Ka－4 足部微小気候に及ぼす被覆条件の影響
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＜目的＞　足部における温熱生理学特性に着目し、靴を想定した材料を用いて足を包み、

靴内気候を観察することにより、特に生理・心理面から求めた快適な靴への基礎的な資料

を得たので報告する。

＜方法＞　実験は、気温28 °C、湿度60％RHに制御じた人工気候室で行った。被験者は成

人女子10名を対象とし、服装は半袖Ｔシャツとショートパンツを着用した。足部は靴内の

足裏温度・湿度が測定できるように加工した木製サンダルを用いて、靴下のみ着用（靴下）、

靴下十ナイロン布（内素材）、靴下十ナイロン布十合成皮革（合皮）の３条件とした。測

定項目は、皮膚温（６点）、心拍数、舌下温、靴内温度・湿度（足背部、足裏部）及び主

観申告（温冷感、快適感、蒸れ感）であった。実験スケジュールは、椅座位安静を20分間

保った後、W分間の自転車エルゴメータ作業を行った。その後、自転車エルゴメータ上に

て10分間安静を保った。なお作業中の今02は1.2又／inin程度で、自転車エ7レゴメータ回転

数は50rpDであった。

＜結果＞　靴内湿度は３条件共に作業開始直後より足裏部に比べ足背部の方が急激に上昇

する傾向が観察された。作業終了後の靴内温度並びに湿度は足裏部、足背部共に実験終了

時まで若干上昇を示した。足の蒸れ感は３条件共に作業終了時は「蒸れている」と評価し

たが、実験終了時には、蒸れ感は靴下＞内素材＞合皮の順序で蒸れ感は回復する傾向とな

った。
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